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･さえ整えば 2 月なり早まるのか。 

会社･現場長会議でやろうとなっているの

で諸問題解決すればいつでも行ける。 

運賃の変更について 

会社･収入が落ちている為、11 月 1 日より

ブルー・シティーの運賃を土、日 4900

円から 6000 円に変える。また、往復

運賃もやめる。宮交・弘南・十鉄の 4

社で決めた。1 月繁忙期終了後、再度

検討を考える。そのころに｢八戸―仙

台｣の往復運賃もやめる。理由は、楽

天が往復運賃制度を持っていない為。 

無料バスの取りやめについて 

会社･岩泉町からボランティア足りないと

いう話があって盛岡―岩泉、盛岡―久

慈、二戸―久慈について無料バスをや

ったが 10 月でやめる。効果はあった 

｢のもの輸送｣の問題点ついて 

組合･ラ・フォーレ号繁忙期輸送において

乗客のトランクまで荷物を積まれ、乗

務員が手分けし大変苦労した。指導を 

会社･あってはならないことだ。ちゃんと

指導する。 
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 10 月 11 日(火)バス本社において｢2016 年度冬季ダイヤ改正について｣と平成 26 年

に労働安全衛生法の一部改正にともない、昨年の 12 月 1 日より施行となった｢スト

レスチェック制度｣の実施について説明を受けました。 

また、12 月 9 日で仙台支店の列車代行(平日 15 行路、土日祝日 11 行路)が終了し

ますが、｢ダイヤ改正の会社側提案のあり方について｣路線の廃止・新設等同様に｢大

幅な変更｣に入るかについて質し、会社は｢単に列車代行がなくなるだけで、冬季ダイ

ヤに影響はない。大幅な変更には該当しない｣との見解を示し確認したところです。 
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組合･実施箇所と改正日の箇所が何故違う

のか。 

会社･単に間違い。意図はない。 

ラ・フォーレ、ドリーム盛岡持ち替え 

会社･ラ・フォーレは、青森と仙台。ドリー

ム盛岡は、盛岡と福島でやろうとほぼ

決まり。これは、冬季ダイヤに関係な

く来年の夏季ダイヤ目途にやる。訓練

については、青森支店はブルー･シティ

ーできているので問題ない。ドリーム

盛岡は、福島に行くので必要かと思う。

これの目的は、地方から仙台・福島に

来ている社員を地元に帰す為。青森が

仙台の日帰りダイヤをやるとしてもよ

いのがない。仙台―古川便をうまく使

おうと考えている。福島の場合は、仙

台―福島、川俣線とか組み合わせれば

よいと考えている。古川についてのも

う一つの目的は、拘束時間を短くしよ

うと思っている。それをやるために、

朝か、夜を青森に乗せるしかない。そ

こが今勉強中。 

組合･ラ・フォーレ、ドリーム盛岡は、条件 

 

 

当面 50 名以上の箇所で対

象はプロパー社員、契約社員

です。出向社員は別途扱いに 

 現場で 57 項目の調査用紙

を配布、記入後ＪＲ東日本パ

ーソネルサービスに送る。そ

の際、同意書の葉書があり、

同意した場合のみ高ストレ

スと評価された社員の通知

が会社にきます。社員と医

師・現場長が面談に応じ対策

を立てるという流れです。 



 



 


